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10 QUESTIONS FOR MANAGER

「人材活躍」に関する
　取り組みが大きな課題に
個人、部門ともに人材活躍に関する課題がトップ
自身の抱える課題について質問したところ、「部下育成」（44.3％）が5年連続の

首位に。また、自部門における一番の課題についても「目標意識に個人差がある」

（37.1％）が最多となり、いずれも人材活躍に課題を抱えるという結果になった。

働き方改革による生産性向上も大きな課題に
自身の抱える課題で3位となった「生産性・業務効率の向上」（29.5％）が前回

より2.6％アップし、生産性向上への意識が高まっていると見られる。また、部門

における課題でも「効率化が図れていない」（24.5％）となり、生産性向上への

意識が高まっていることがうかがえる。

働き方改革の
取り組み内容としては
「業務の効率化」がトップ
「業務の効率化」が半数以上を占めてトップに
働き方改革の一環としての取り組み内容については、「業務の効率化」（56.4％）

がトップとなり、生産性向上に対する意識の高まりはここでも見られた。今後ま

すます重要なテーマとなってくると予測される。

労働時間の短縮も大きな課題の一つ
次いで多かった回答は「時間外労働の事前申告制」（23.2％）、「ノー残業

デーの徹底」　（21.2％）となり、労働時間の短縮に努める企業が多いこと

がうかがえる。

学びたいテーマでも
「業務改善」は上位に
「マネジメント」研修は受けているが、
今後は「財務・計数」の強化が必要
今後参加したいセミナー・研修テーマについての回答では、「マネジメント」

（34.4％）、「戦略策定」（28.7％）に次いで「業務改善」（27.4％）となった。こ

れまでに参加したことのあるセミナーでは「業務改善」（19.1％）と決して高い

数字ではないため、今後の育成計画に考慮する必要がある。

QUESTIONS

FOR
MANAGER

2



I N D E X

Summary

今、抱えている一番の課題・悩みは？

自部門における一番の課題・悩みは？

働き方改革の一環として取り組んでいることは？

今後、目指したいポジションは？

自身の成長のために取り組んでいることは？

セミナー・研修テーマ

P3

P4

P5

P6

P7

P8

Q1

Q2

Q3

Q4

Q5

Q6

上司から求められている能力

自信を持っている能力

不足していると感じる能力

幹部・リーダーの能力に対するとらえ方（比較）

P9

P10

P11

P12

Q7

Q8

Q9

現在の役割に対する処遇（報酬）について P13Q10

10 QUESTIONS FOR MANAGER

「人材活躍」に関する
　取り組みが大きな課題に
個人、部門ともに人材活躍に関する課題がトップ
自身の抱える課題について質問したところ、「部下育成」（44.3％）が5年連続の

首位に。また、自部門における一番の課題についても「目標意識に個人差がある」

（37.1％）が最多となり、いずれも人材活躍に課題を抱えるという結果になった。

働き方改革による生産性向上も大きな課題に
自身の抱える課題で3位となった「生産性・業務効率の向上」（29.5％）が前回

より2.6％アップし、生産性向上への意識が高まっていると見られる。また、部門

における課題でも「効率化が図れていない」（24.5％）となり、生産性向上への

意識が高まっていることがうかがえる。

働き方改革の
取り組み内容としては
「業務の効率化」がトップ
「業務の効率化」が半数以上を占めてトップに
働き方改革の一環としての取り組み内容については、「業務の効率化」（56.4％）

がトップとなり、生産性向上に対する意識の高まりはここでも見られた。今後ま

すます重要なテーマとなってくると予測される。

労働時間の短縮も大きな課題の一つ
次いで多かった回答は「時間外労働の事前申告制」（23.2％）、「ノー残業

デーの徹底」　（21.2％）となり、労働時間の短縮に努める企業が多いこと

がうかがえる。

学びたいテーマでも
「業務改善」は上位に
「マネジメント」研修は受けているが、
今後は「財務・計数」の強化が必要
今後参加したいセミナー・研修テーマについての回答では、「マネジメント」

（34.4％）、「戦略策定」（28.7％）に次いで「業務改善」（27.4％）となった。こ

れまでに参加したことのあるセミナーでは「業務改善」（19.1％）と決して高い

数字ではないため、今後の育成計画に考慮する必要がある。

QUESTIONS

FOR
MANAGER

2



今、抱えている
一番の課題・悩み

（2つまで選択可）

「今、あなたが抱えている一番の課題・悩みは？」という質問に対して、5年

連続首位となった「部下育成」（44.3％）は、前回よりも3％アップと

なった。

2位以下は前回と順位に変動はないものの、項目ごとにみると、3位の「生産

性・業務効率の向上」（29.5％）のみ前回より2.6％アップし、生産性向上へ

の意識が高まっているとみられる。

Q2Q1 自部門における
一番の課題・悩み

（2つまで選択可）

「自部門における一番の課題・悩みは？」という質問に対して、最も回答数が多

かったのは「目標意識に個人差がある」（37.1％）であった。

2位は「効率化が図れていない」（24.5％）となり、部門内でも効率化が大き

な課題となっているようである。

３位は効率化とも関係する「人出不足」（22.6％）。次いで「若手社員が上手く

育たない」（18.3％）、「新規顧客創造」（15.3％）となった。
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※グラフは小数点第2位で四捨五入しておりますので、合計が100％にならない場合がございます。予めご了承ください。（以降のページも同様です）
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10 QUESTIONS FOR MANAGER

働き方改革
の一環とし

て

取り組んで
いることは

最も多かっ
たのは「業

務の効率
化」（56.

4％）。次いで「時間外労働の事前

申告制」（23.2％）、「ノー残業デーの徹底」（21.2％）となった。

自身、自部門ともに抱える課題として上位にあがった「生産性・効率化」であるが、働き方改革

が注目されるなか、自社の取り組みについて聞いた。

ここでもやはり「業務の効率化」へ取り組む企業が多く、今後ますます「業務の

効率化」が
課題になっ

てくると見られる。

今後、
目指したい

ポジション

「今後、目指したいポジションは？」という質問をしたところ、「上級幹

部クラス」
（35.8%

）が最も多
く、順位は前回と変動はなかった。

会社の将来を背負って立つ人材として期待される幹部・リーダーだが、本人

達はどのようなキャリ
アビジョン

を描いているのか。

回答内容ごとにみると、前回よりも「経営者」（9.7％）が1.1％増、「役員

クラス」（31.6％）が1.4％増となり、より上位
のポジショ

ンを目指す
と

いう傾向が
見られた。
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10 QUESTIONS FOR MANAGER

自身の成長のために
取り組んでいること

（3つまで選択可）

（3つまで選択可）

幹部・リーダーが「自身の成長のために取り組んでいることは何か？」という質

問をしたところ、首位は前回同様「上司・先輩のアドバイスを聞く」

（54.7％）であった。

2位「社内の教育カリキュラムを利用した研修に参加」（40.1%）、３位以降も

前回と同様の結果となった。

こうした結果を見ると、上司・先輩からのアドバイスや教育カリキュラムといっ

た社内で学ぶ機会が多く、成長のための機会をいかに設けるかが重要

となりそうである。

セミナー・研修テーマ

「これまでに参加した経験のあるセミナー・研修テーマは？」という質問をしたと

ころ、「マネジメント」（42.7％）という回答が最も多かった。

幹部・リーダー人材の成長をサポートする上で、これまでどのようなことを学び、今後

何を学びたいかを知ることは重要だ。

次いで「営業・販売」（24.3％）、「業務改善」（19.1％）、「品質管理」

（15.3％）となる。

一方、「今後、参加したいテーマ」については、首位の「マネジメント」
（34.4％）、「戦略策定」（28.7％）、「業務改善」（27.4％）、「財務・計数」
（26.1％）と続く。

幹部・リーダーが受講を希望する内容と参加経験のある内容にギャップ

が見られる。今後の育成計画の参考にされてはいかがであろうか。

「これまでに参加された経験のあるセミナー・研修テーマは？」

「今後、参加を希望されるセミナー・研修テーマは？」
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10 QUESTIONS FOR MANAGER
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10 QUESTIONS FOR MANAGER

上司から
求められ ている能力

（3つまで回答可）

自信を持っている
能力（3つまで回答可）

「ご自身が“自信を持っている能力“は何か？」という質問をしたところ、前回同様

「責任感」（46.6%）が5年連続で首位となった。

幹部・リーダーが自身の強みとしているのはどんな能力なのか。そして、それは上司の

期待と合致しているのだろうか。

２位は前回３位だった「調整力」（24.8％）となり、前回２位の「コミュニケーショ

ン力」（23.0％）を上回る結果となった。

３位は前回６位であった「専門知識・技術・ノウハウ」（24.5％）となり、「明るさ・

バイタリティ」「判断力・決断力」（ともに23.0％）を上回った。

「あなたの上司がリーダーとして

か？」という質問に対して、前回

最も多い回答となった。

幹部・リーダーが「上司から求めら

求めている能力との間にミスマッチ

る場合は、チームとして上手く機能

２位は前回１位だった「実行力・

３位は「部下育成力」（39.9％）

生産性を向上するためには、

いるようだ。

あなたに求めている能力は何だと思います

は２位だった「指揮・統率力」（45.5％）が

れていると感じる能力」は、実際に上司が

はないだろうか。もしミスマッチが生じてい

するためにすり合わせを行う必要がある。

率先垂範」（41.3％）。

で前回同様ながらも2.5％アップとなった。

部下育成はますます大きな課題となって
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10 QUESTIONS FOR MANAGER

不足していると
感じる能力（3つまで回答可）

「ご自身が“不足していると感じている能力“は何

か？」という質問に対しては、前回同様「戦略構築

力」（40.0％）が首位となった。

「上司から求められていると感じる能力」「自信を

持っている能力」「不足していると感じる能力」そ

れぞれの順位を比較したところ、「上司から求め

られていると感じる能力」と「自信を持ってい

る能力」にギャップが生じていることが分かる。

「求められている能力」と「自信を持っている

能力」とのギャップ。また、「求められている能

力」と「不足していると感じる能力」とのギャ

ップ。これらをいかにして埋めていくかが人

材育成のポイントとなる。

２位以下も前回と大きな変動もなく、昨今、幹

部・リーダーが不足してると感じる能力に変化は

ないようである。

幹部・リー
ダーの能

力に

対するとら
え方 比較

上司がリーダーとして
あなたに求めている能力
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不足していると
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上司がリーダーに求める能力のトップは「指揮・統率力」だが、
幹部・リーダーが自信のある能力とは大きなギャップ！
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幹部・リーダー（またその候補）に仕事に対して感じている点などをお聴きし、

企業に今後の幹部人材育成の参考情報としてご提供する。

当社主催「幹部候補生スクール」（2017年5月から全7回・開催中）に

参加中の幹部・リーダー人材（786名）

全国

769件（有効回答率  92.3％） 

【調 査 目 的】

【調査対象者】

【調査エリア】

【有効回答数】自分の役割が正当に評価されていると感じられるかどうか
は、働くモチベーションに大きく

影響する。中でも、幹部・リー
ダーのモチ

ベーション
は組織の業

績に直結す
るといって

も過言ではない。

調査実施概要・回答者属性

「現在の役割に対する処遇（報酬）についてどう思うか？」という質問をしたとこ

ろ、「満足」「
不満」とも

に３割とい
う結果になった。

全体の推移としても、前回に比べて「やや満足」（21.7％）が6％減少したものの、

「どちらとも言えない」（37.1％）が4.2％増加しており、大きな変
化はなかっ

た。

10 QUESTIONS FOR MANAGER

現在の役
割に対す

る

処遇（報酬
）について

5.9％
大いに不満

0.8％その他

41.3％
100～299名

19.7％
50～99名　

300～499名

11.6％

30～49名 

8.4％

500～999名

7.9％

30名未満 6.3％
1,000名以上 4.7％

従業員
数

10.6％
十分満足

21.7％
やや満足24.0％

やや不満

37.1％
どちらとも言えない

事業部長・
部門長クラス　　

その他　

役員・執行役員クラス　

44.3％
課長・店長
クラス

23.8％

15.2％

係長・主任・
チームリーダークラス　　

5.0％

6.7％

4.9％

部長･
エリアマネジャー･
支店長･工場長クラス

役職 職種 44.2％
営業・販売　

22.8％
生産・工事　　

総務・人事 5.1％
経営・経営企画 4.7％
仕入・購買・物流 4.7％

経理・財務 2.6％

開発 6.6％
その他　

9.3％

31.5％
40～44歳

23.5％
45～49歳

35～39歳

11.5％

20.1％

50歳～54歳　

30～34歳

8.3％

55歳以上 3.4％
20歳代 1.7％

年齢

300億～499億円
3.0％

1,000億円以上 2.5％
500億～999億円 2.0％

年商

23.2％
100億～
299億円

22.1％
10億～
29億円

17.7％
50億～
99億円

16.2％
30億～
49億円　

13.2％
10億円
未満　

業種 39.2％
製造業

17.0％
卸売業　

住宅・
建設業　
13.4％

サービス業　

12.5％

小売業　

9.2％

その他　

8.8％
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